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SXS (Soft X-ray Spectrometer) は、 ASTRO-H 衛星搭載のX線マイクロカロリメータアレイであり、軟X線
望遠鏡の焦点において ∆E < 7 eV@6keV の精密分光を行う。検出器と断熱消磁冷凍機、前置信号処理回路等を
米国、室温から 4K までの冷却系 (デュワ、機械式冷凍機と駆動回路)とデジタル信号処理回路等を日本、フィル
タホイール等を欧州が担当する。前年会では、衛星熱真空試験等の結果に基づき、SXS がシステムレベルで性能
要求を満たすものに仕上がったことを報告した。本講演では、環境試験後の電気性能・機能試験について報告す
る。懸案であった、各種ノイズは再発しないか十分に低い程度で、要求性能は十分なマージンをもって満たすこ
とを再確認した。また、自律コマンドなど、衛星システムとのインターフェイスを持つ機能試験もひと通り終了
した。種子島輸送後の電気試験、打上げオペレーション、初期運用まで、最新の結果も可能な範囲でカバーする。


